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1
新型コロナ
影響調査

商工業関係団体

【新型コロナ影響追加調査】
・　商工業者に対し新型コロナウイルス感染症拡大影響の追
　加調査を実施中。その結果概要の速報について説明。

・　町民に対しての支援が少ないという意
　見について、現金や商品券を給付するこ
　とは、消費の拡大につながることを考え
　なくてはならない。
・　経済学的に危機的状況で、不安が大き
　い場合は、貯蓄に回そうという意識が大
　きくなる。このことから、いかに町民の
　消費を刺激するか考えなくてはならな
　い。
・　生活困窮者の支援について、一般町民
　と分けて考えなければならない。
・　製造業の分野で、伸びている分野と、
　低迷している分野がある。町としても対
　応策を検討する。
・　飲食店への支援が手厚いという意見も
　あり、今後の基準・制度設計を検討して
　いく。

2 感染予防対策 建設業関係団体

【トイレの洋式化について】
・　小中学校のトイレの洋式化は、感染予防の観点から、事
　業に着手に感謝する。
・　人材開発センターも、町民の研修や講習、運動など憩い
　の場となっていることから、追加を要望する。
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3

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ
感染症
ワクチン接種

商工業関係団体

【ワクチン接種について】
・　新型コロナウイルス感染症のワクチン接種の計画はどの
　ようになっているのか。

・　ワクチン接種事業は、国が市町村に委
　託し実施する。
・　現在、65歳以上を対象に接種体制の整
　備と接種の管理システムの構築を行って
　いる。
・　国の制度設計が不透明な点もあるが安
　心して接種できる体制を早期に構築し周
　知する。
・　現状、医療従事者は、国が主体となり
　接種対応をする。
・　一般町民は町が主体となり接種対応す
　る。
・　65歳以上の方は、4月からワクチン接種
　できるよう体制を整えている。
・　その他の町民の方は、優先順位を検討
　し、順次接種する。
・　接種施設は、現在検討中。

・　令和3年3月11日現在、薬事承
　認されているファイザー社のワ
　クチンは16歳以上が対象です。
・　高齢者先行接種としてワクチ
　ンが供給されることになりまし
　た。ワクチン量に限りがありま
　すので、今後北海道から先行実
　施接種対象者選定基準が示され
　ますので、それに基づき先行接
　種準備を進めております。
・　また、その後のワクチンの供
　給量供給時期に合わせて、高齢
　者から接種開始できるよう準備
　を進めています。
・　詳細が決まりましたら、随
　時、ホームページ・広報紙・チ
　ラシ等で情報提供いたします。
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産業団体１
（江差商工会・江差観光コンベンション協会・江差地域活性化協力隊・江差建設協会）

2021.02.04 午後1時～午後2時30分                保健センター 
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4 経営維持 商工業関係団体

【街の飲食店応援券について】
・　街の飲食店応援券について、3月25日で締め切りとなっ
　ている。商店側、応援券を使用する側も、使い切れるのか
　不安がある。使用期限を延長できないか。

・　事務的な部分もあるが町として要望に
　応え、しっかりと有効活用されるよう運
　用の仕方を考えていく。
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5 経営維持 建設業関係団体

【公共工事事業費について】
・　建設業界は、新型コロナウイルスの影響により、工事の
　発注件数の減少や新しい設備への投資意欲が損なわれてい
　る。
・　需要と供給で考えると、今までは、需要が上回っていた
　が、現在供給過多になりつつあり、過当競争が激しく厳し
　い状況。
・　国の予算も、強靭化計画等あるが、新型コロナ対策の予
　算が増え、公共事業の予算の削減が多く、予算面でも不安
　を感じている。
・　江差町内の建設協会の会員も、３０年ほど前は４７社
　あったが、現在は１７社、その内すでに廃業している可能
　性がある事業所が２社あり、実質１５社となっており、会
　員が３分の１まで減っている。そのことも検討願う。

6 経営維持 建設業関係団体

【公共工事について】
・　新型コロナウイルス感染症の影響により、打合せなど、
　密になることから実施を制限しているため、工事が進まず
　見通しが立たない状況。このような状況が長期で続くと公
　共事業に頼るしかないと感じる。
・　建設業は工事等に携わる人が多く、町内で仕事がなくなる
ことにより、仕事を止め、人口の流出も増えることが考えら
れ、人口減少にも影響し、事業があった際の人材確保も難しく
なる。

7 運営維持 観光業関係団体

【江差町の観光事業維持について】
・　昨年は、イベント等の事業がほぼ開催できない状況でし
　た。
・　都市部との違いで新型コロナウイルス感染者が少なく、
　「安心と安全」が一つのキーワードになると考える。
　「江差町で安心安全に楽しむことができる観光地作り」、
　「安心安全な町のイメージ作り」を考えていきたい。
・　イベント展開は、屋内での開催は難しいと考え、屋外で
　のイベント展開、かもめ島まつり等のイベント開催方法等
　を考えていく。
・　通常時の観光は、かもめ島を利用してのグランピングや
　マリンスポーツ、または、ものづくりなど少人数でもでき
　る体験観光が、今後の観光の形となってくると思う。
・　現状を考えると、遠くからの観光客誘致は望めないの
　で、近隣町村との連携を深め事業展開してはどうか。
・　町内店舗も、新型コロナウイルス感染予防対策に差があ
　ると思うため、安心安全の観光PRを全面的に発信できな
　い。町として検討してもらいたい。

・　去年のイベント関係は、ほぼ中止だっ
　たと感じる。同じように中止ではなく、
　コロナ禍でもできるイベントや事業を模
　索し、江差町と観光関係団体等が一緒に
　解決策、打開策を検討し、開催できる事
　業、取組みを考え２年目を迎えるべきだ
　と考えている。
・　体験観光や近隣町村との連携なども新
　型コロナウイルス対策を徹底したうえ
　でのＰＲ方法や、屋外での観光のあり方
　を町としても検討する。
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・　建設業という業種は、従事者や関係者
　が多い業種であることは認識している。
・　必要な公共事業は実施する。しかし、
　建設業の公共工事は、予算が大きいこと
　から町財政の状況を含め検討し、適正な
　事業発注を行うので理解してもらいた
　い。

・　公共工事の発注に際しては、
　計画的な工事発注や適切な工事
　価格、工期の設定などに留意し
　てきたところであるが、新型コ
　ロナウイルス感染症により工事
　の進捗等に影響が生じることな
　どの状況を鑑み、今後は工期の
　余裕期間制度の活用や施工時期
　の平準化などを意識した工事発
　注に努めて参りたい。
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8 運営維持 観光業関係団体

【江差町の観光事業維持について】
・　江差観光コンベンション協会は、去年密にならないイベ
　ントとして、夕陽プロジェクトや蔦屋でのイベントを展開
　した。
・　江差観光コンベンション協会は、会員１４０事業所の会
　員で成り立っている。今後Webなどを活用した会員事業所
　の紹介などを考えている。町も事業支援の検討をしてもらい
たい。
・　人口の増加は、働くところがあるかが重要となるので、
　起業等を考えている人に対する支援施策のを検討をしてもら
いたい。

・　江差観光コンベンション協会会員に対
　し還元できること、Webなどでの会員紹介
　する。
・　人口の減を防ぎ増につなげるために起
　業支援をできないか、町も検討していき
　たい。
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9 経営維持 観光業関係団体

【店舗経営維持について】
・　飲食店から、振興局内にチラシ配布を依頼された際、５
　～６人向けのオードブルが多かったため、店舗と職員向け
　に１人向けのオードブルや、弁当を作れないか相談した。
・　江差町では、去年の年末に３回チラシ配布した。しか
　し、提供店舗と購入側の振興局職員のニーズが合わず、需
　要と供給がうまくすり合わなかった。
・　転勤してきた振興協職員の中には、町内店舗に行けてい
　ない人もいるので、テイクアウトの際に普段の店舗メ
　ニューの配布、テイクアウトを頼んだ人からのアンケート
　収集など、店舗に利用者の声を届けることも行った。
・　近隣町民に対する店舗ＰＲが不足していると感じるの
　で、いろいろなところで情報発信することが大事だと思
　う。

・　店舗側と購入者にとって良い形を模索
　し、取り組むことができれば良いのでは
　ないかと感じた。
・　町も、地域活性化協力隊の活動を参考
　に町内の皆さんと協力し取り組みの拡大
　を図りたい。

10 感染予防対策 商工業関係団体

　【感染予防対策について】
・　飲食店の感染対策に不足な事業所もあるという意見につ
　いて、店舗側と利用客の感覚に差異があると感じ難しい点
　がある。
　江差商工会も声がけを実施したい。

・　江差観光コンベンション協会と江差商
　工会は、共通点があるので、連携協力
　し、事業展開等を考えてもらいたい。

11 感染予防対策 観光業関係団体

　【感染予防対策について】
・　観光客ではなくても、感染リスクの高いところは避ける
　ので、安心で楽しい観光地、地域づくりを実施し、情報発
　信することにより、観光客の誘致にもつながる。
・　町内の公衆トイレについて、汚くはないがきれいではな
　い。トイレの清潔感も観光誘致に重要なので検討してもら
　いたい。

・　トイレについて、今後検討する。
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12 経営維持 建設業関係団体

【風評被害について】
・　新型コロナウイルス感染症に対する温度差について、少
　しの噂が大きくなり、経営に対する風評被害につながるこ
　とがある。事業所としては、新型コロナウイルス感染症の
　病気より、噂の方が怖いと思う。

・　新型コロナウイルス感染症に対する不
　安が強く、適切に感染予防対策をするこ
　とが難しい状況にある。
・　小さい町だと、感染者が近くで発生し
　た場合、警戒心が強まり、感染者への
　バッシングや、会社への影響が出る。
・　悪いのは、感染者ではないということ
　を踏まえ、地域として、風評被害や個人
　へのバッシング等がないような環境づく
　りが必要。
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13 感染予防対策 商工業関係団体

【新型コロナウイルス感染症に対する知識について】
・　新型コロナウイルス感染症に対する温度差について、店
　舗等でも温度差を感じる状況にある。
・　イベント関係や店舗等の客について、江差町内の人と町
　外などの人に対する反応に違いがある人もいるので、この
　ことに対しても考える必要がある。

・　町内の店舗等でも新型コロナウイルス
　感染症に対する知識などの統一的な共通
　認識を持つことが必要なので、共通認識
　を持てる場を別に設け意見交換すること
　を検討する。
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